


　藩札

く ま と り だ に　だ ん じ り　か き あ

熊取谷檀尻書上げ
なかけもんじょ

天保１２年(1841年)１０月 中家文書

　巨松

中家住宅の詳細

中家は岸和

田藩の藩札

の札元とな

り、藩の財

政を支えま

した。

元禄５年

(1692)に

発行を開始

しました。

天の火を取

りたる巨松。

これは、橋

本宗吉が電

気(ｴﾚｷﾃﾙ)実

験を行った

松の写真

（昭和初期

頃の撮影）

です。

現在は、中

家住宅の庭

に、その切

株が残って

います。

中家住宅には、中世以降の古文書が数千点残されています。その多くは田

地売券等ですが、そのなかに交じって貴重な文書も多数あります。

これは熊取のだんじりの歴史を知るうえで貴重な古文書です。

天保12年(1841年)には、だんじり祭りが、行われており、その中で最も

古い大久保のだんじりは文化2年(1805年)につくられ、和田・朝代は担

ぎだんじりだったと記されています。

ゟ:「よ」と「り」を組み合わせた合字ひらがな。 「より」と発音する。


